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（１）単元の目標①

風呂敷を入口にして

自らの価値観と

ライフスタイルの変革を促す



（１）単元の目標②

風呂敷を入口にして

脱炭素社会を実現するための

社会変革を先導する人材を育成する



（２）対象と単元

➊学年 高校２年生

➋類・コース Ⅱ類Ｓコース

➌教科(科目) 家庭(家庭基礎)

➍単元 持続可能な社会環境

❺時間 全１０時間



（３）授業づくりのポイント

➊発問中心の応答的な授業展開

➋体験的な学習活動を重視

➌協働的、主体的な学習の実践



（４）単元デザイン
第１次「見つめる」⇒１時間



（４）単元デザイン
第２次「調べる」⇒１時間

グループ毎に風呂敷の本質を考えｉＰａｄに記入⇒クラスで共有



（４）単元デザイン
第３次「深める」⇒２時間



（４）単元デザイン
第４次「広げる」⇒６時間

発問と予想される生徒の反応をつむいで
ストーリー性のある単元展開を構想する



（５）拠点との連携

新しいＥＳＤのカタチ

学校 ×拠点



（５）拠点との連携

❶拠点のコーディネート

⇒学校側とのコーディネート

⇒講師側とのコーディネート

・単元構想段階から関わる

・授業の狙い・思いを共有する

・「やりたいこと」から「やってほしいこと」へ

・「説明納得型授業」から「発問中心の応答的な授業」へ

・答えを言わない

言いたくても
ガマン…なのです



（５）拠点との連携

❷拠点と連携することの強み
⇒専門性の高い情報を享受できる

あ
ン

・地域の社会特性との関連を重視した情報提供により、
「持続可能な地域」という視点での学びを可能にする

・最新で、なおかつ正確な情報提供が期待できる
１１１

教員の側も
勉強になります！



（５）拠点との連携

❷拠点と連携することの強み
⇒体験的な学習活動が可能になる

あああ

・風呂敷の良さを五感を通して理解することができる

・良い体験は学びに加速度をつけ、行動変容につながる

・クローズエンドではなく、オープンエンドな課題設定によって
学習意欲の持続発展が期待できる

１１１
五感で触れて
心が動きます！



（５）学習の成果

➊風呂敷を入口にして自らの価値観と
ライフスタイルの変革を促す

・いきなり実行困難な壮大な目標を設定するのではなく、

・真結びをはじめ風呂敷を立体に形成する技法を習得したことで
高校生というライフステージでの風呂敷の活用方法を
具体的にイメージすることができた

・持続可能な未来の創り手という視点で本当の豊かさを問い直し
「脱炭素」という新しい価値観の芽が出た

・同じ高校生から脱炭素に向けての取り組みを聞くことで
共感が生まれ、より「自分ごと」として捉えられた



（５）学習の成果

➋脱炭素社会を実現するための
社会変革を先導する
人材の育成を目指す

将来、脱炭素社会を実現するために
自らがフロントランナーとなってどう社会を動かしていけるか
その具体的戦略を提案できたことで、
社会変革を先導する人材になるための種蒔きができた



継続したＥＳＤの必要性

（６）これからの課題

学校 ×拠点

こ
こ
か
ら
が

ス
タ
ー
ト
！



ありがとう

ございました


